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【
投
稿
規
定
】

・
投
稿
資
格
は
、
基
本
的
に
大
学
（
修
士
相
当
以
上
）
で
美
術
史
に
関
す
る
専
門
的
な
教
育
を
受
け
た
か
、
美
術
館
・
博
物
館
も
し
く
は
そ
の
他
研
究
施

設
に
籍
を
有
し
た
こ
と
が
あ
る
者
と
す
る
。

・
投
稿
内
容
は
「
論
文
」
と
「
資
料
紹
介
」
を
主
と
し
、
日
本
の
近
世
美
術
を
中
心
と
し
た
江
戸
時
代
の
文
化
に
関
す
る
未
発
表
の
も
の
と
す
る
。
い
わ

ゆ
る
「
焼
き
直
し
」
や
「
サ
ラ
ミ
論
文
」
は
認
め
な
い
。

・
原
稿
量
に
つ
い
て
、「
論
文
」
は
本
文
を
８
０
０
０
字
（
４
０
０
字
詰
20
枚
）
以
上
と
し
、
特
に
上
限
を
設
け
な
い
。「
資
料
紹
介
」
は
内
容
に
応
じ
る

も
の
と
す
る
。

・
本
文
は
デ
ジ
タ
ル
原
稿
と
し
、
必
要
な
図
版
と
と
も
に
、
毎
年
八
月
末
日
ま
で
に
編
集
責
任
者
に
提
出
す
る
。

・
写
真
掲
載
に
関
し
て
は
、
執
筆
者
が
責
任
を
も
っ
て
許
認
可
を
得
る
こ
と
と
す
る
。

・
採
否
の
判
定
は
、
査
読
委
員
の
合
議
に
よ
っ
て
判
断
す
る
。

【
査
読
基
準
】

・
評
価
は
以
下
の
三
点
を
基
準
と
し
て
行
う
。

一　

テ
ー
マ
選
び
の
妥
当
性 
→ 
有
用
性
（
意
義
）
と
新
規
性
の
充
足

ａ　

有
用
性
（
意
義
）
→ 
真
理
探
究
の
精
神
に
基
づ
き
、
日
本
の
近
世
美
術
に
関
す
る
歴
史
観
の
構
築
に
寄
与
し
た
か
。

ｂ　

新
規
性
→ 

学
術
研
究
の
蓄
積
に
対
し
、
新
た
に
得
ら
れ
た
内
容
は
あ
っ
た
か
（
以
下
の
い
ず
れ
か
を
求
め
る
。）

１　

新
た
な
歴
史
観
の
提
示
（
既
存
の
評
価
と
異
な
る
視
点
や
解
釈
）

２　

新
資
料
の
紹
介
と
歴
史
的
位
置
づ
け

３　

既
知
資
料
の
新
解
釈

二　

論
述
内
容
の
妥
当
性 

→ 

論
理
性
の
担
保

ａ　

反
証
と
論
証
（
証
明
）
の
充
実

ｂ　

作
品
論
と
資
料
論
の
バ
ラ
ン
ス

三　

論
述
形
式
の
妥
当
性 

→ 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実

ａ　

章
立
て
（「
は
じ
め
に
」
と
「
お
わ
り
に
」
を
含
む
）
の
適
切
さ

ｂ　

文
章
の
平
明
さ

ｃ　

本
文
と
註
の
バ
ラ
ン
ス

ｄ　

資
料
引
用
や
註
の
公
平
性

・
査
読
委
員
の
選
任
を
は
じ
め
と
し
た
査
読
に
関
す
る
全
責
任
は
、
編
集
責
任
者
が
一
切
を
負
う
。

・
査
読
委
員
は
編
集
責
任
者
に
加
え
、
内
容
に
応
じ
た
外
部
の
専
門
家
二
名
に
委
嘱
す
る
。

・
掲
載
の
可
否
は
、
そ
の
理
由
と
と
も
に
執
筆
者
に
伝
え
る
こ
と
と
し
、
掲
載
論
文
の
み
、
査
読
者
お
よ
び
掲
載
理
由
を
公
表
す
る
。

・
査
読
委
員
が
論
及
作
品
の
資
料
性
に
問
題
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
そ
の
使
用
を
認
め
な
い
こ
と
が
あ
る
。

・
作
品
や
文
献
に
関
し
、
査
読
委
員
が
別
資
料
を
把
握
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
情
報
を
提
供
し
た
う
え
で
反
映
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

・
第
三
者
に
伝
え
る
た
め
の
文
章
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
文
体
や
専
門
用
語
の
使
用
に
つ
い
て
再
考
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。



【
編
集
後
記
】

四
号
目
を
迎
え
た
今
回
は
少
々
ば
か
り
の
産
み
の
苦
し
み
が
あ
っ
た
。
科
学
研
究
費
の
報
告
書
『
東
北
画
人
基

礎
資
料
集
』
の
編
集
ほ
か
、
い
く
つ
か
の
業
務
と
併
行
し
た
た
め
で
あ
る
。
投
稿
者
の
菅
沼
楓
、
松
浦
靖
也
両
氏

に
な
か
な
か
配
慮
が
行
き
届
か
ず
、遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
ま
ず
は
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
。

菅
沼
楓
氏
は
新
潟
市
美
術
館
に
就
職
し
て
一
年
目
の
年
で
あ
り
、
業
務
と
の
兼
ね
合
い
で
時
間
の
捻
出
が
た
い

へ
ん
だ
っ
た
は
ず
だ
が
、
な
ん
と
か
ま
と
め
あ
げ
た
。「
秋
田
蘭
画
」
と
い
う
存
在
自
体
に
対
し
て
歴
史
観
を
築

こ
う
と
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
っ
た
が
、
い
た
だ
い
た
査
読
自
体
は
少
々
辛
口
の
も
の
と
な
っ
た
。
た
だ
、
最
初
の

入
口
で
断
片
的
な
各
論
を
扱
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
の
後
の
研
究
は
点
に
終
始
す
る
の
み
で
、
線
や
面
へ
と
発
展
さ

せ
る
の
が
困
難
と
な
る
。
こ
れ
を
叱
咤
激
励
と
と
ら
え
、
今
後
も
歴
史
に
向
き
合
う
研
究
者
と
し
て
歩
み
つ
つ
、

美
術
館
の
学
芸
員
と
し
て
も
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
。

松
浦
靖
也
氏
は
昨
年
に
引
き
続
い
て
二
本
目
の
掲
載
と
な
る
。
各
方
面
か
ら
評
価
を
い
た
だ
い
た
の
に
加
え
、

大
学
院
へ
の
進
学
を
果
た
し
、
四
月
か
ら
は
大
学
に
戻
っ
て
研
究
者
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
と
な
っ

た
。
す
で
に
二
本
の
論
文
を
書
い
た
と
は
い
え
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
よ
り
広
い
観
点
を
持
ち
、
様
々

な
教
養
に
も
通
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
他
の
大
学
院
生
と
と
も
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
自
分
な
り
の
新
た
な

方
法
論
確
立
に
も
期
待
し
て
い
る
。

査
読
論
文
で
は
な
い
も
の
の
、
杉
本
優
氏
に
は
京
都
に
お
い
て
着
物
の
着
付
け
講
師
を
十
年
に
わ
た
っ
て
勤
め

て
き
た
経
験
を
活
か
し
、
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
着
物
の
分
析
を
前
号
か
ら
お
願
い
し
て
い
る
。
形
態
表
現
の
整

合
性
や
画
題
描
写
の
正
確
性
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
そ
れ
を
厳
格
に
検
証
し
た
う
え
で
作
画
意
図
を
明
ら
か
に
す

べ
き
で
あ
る
が
、
美
術
史
研
究
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
考
証
は
極
め
て
乏
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
も
ち
ろ

ん
最
終
的
に
は
肉
筆
の
風
俗
画
や
浮
世
絵
に
切
り
込
ん
で
も
ら
い
た
い
が
、
そ
れ
を
行
う
う
え
で
も
、
よ
り
資
料

性
が
確
か
な
版
本
や
浮
世
絵
版
画
の
整
合
性
や
正
確
性
が
ど
れ
く
ら
い
で
あ
る
か
を
ま
ず
は
検
証
す
る
必
要
が
あ

る
。
何
を
目
指
し
た
研
究
な
の
か
、
現
段
階
で
は
な
か
な
か
理
解
が
及
び
に
く
い
と
は
思
う
が
、
ぜ
ひ
ご
一
読
い

た
だ
き
、
お
察
し
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
考
え
る
。

【
執
筆
者
略
歴
】

菅
沼　
　

楓
（
す
が
ぬ
ま
・
か
え
で
）

一
九
九
五
年
、
秋
田
県
生
ま
れ
。
二
〇
二
一
年
三
月
、
東
北
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
総
合
人
間
学
専
攻
（
東
洋
・
日
本
美
術
史
専
攻
）
博

士
課
程
前
期
二
年
修
了
。
同
年
四
月
よ
り
新
潟
市
美
術
館
に
学
芸
員
と

し
て
勤
務
。

松
浦　

靖
也
（
ま
つ
う
ら
・
せ
い
や
）

一
九
九
六
年
、
栃
木
県
下
野
市
生
ま
れ
。
二
〇
一
九
年
三
月
、
東
北

大
学
文
学
部
人
文
社
会
学
科
卒
業
。
二
〇
二
二
年
四
月
よ
り
、
東
北
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
総
合
人
間
学
専
攻
（
東
洋
・
日
本
美
術
史
専
攻
）

博
士
課
程
前
期
に
入
学
。

杉
本　
　

優
（
す
ぎ
も
と
・
ゆ
た
か
）

一
九
六
九
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
一
九
九
八
年
、
早
稲
田
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
芸
術
学(

美
術
史)

専
攻
修
士
課
程
修
了
。
二
〇
〇
九

年
四
月
よ
り
十
年
間
、
西
陣
和
装
学
院(

京
都
市
上
京
区)

に
て
着
物

講
師
を
つ
と
め
る
。
本
財
団
理
事
。

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
十
二
月
二
十
五
日

発　
　

行　

一
般
財
団
法
人 

北
島
古
美
術
研
究
所

　
　
　
　
　

京
都
市
上
京
区
石
薬
師
町
六
八
九
―
八

編
集
責
任　

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　

准
教
授　

杉
本
欣
久

　
　
　
　
　

〒
九
八
〇
―
八
五
七
六　

仙
台
市
青
葉
区
川
内
二
七
―
一

　
　
　
　
　

電　

話　

〇
二
二
―
七
九
五
―
六
〇
六
八
（
直
通
）

　
　
　
　
　
ｅ
ｍ
ａ
ｉ
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ｓ
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ｉ
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ｕ
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ｐ
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刷　

株
式
会
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東
誠
社

　
　
　
　
　
　

仙
台
市
宮
城
野
区
岡
田
西
町
一
―
五
五　

仙
台
総
合
印
刷
団
地

　
　
　
　
　
　

電　

話　

〇
二
二
―
二
八
七
―
三
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